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【要旨】平成20年より発達障害児を対象とした1～2日間のサマースクールを実施してきた。
運動を中心としたプログラム構成となっており，対象児に学生トレーナーがマンツーマンで
関わる体制をとっている。運動の場には，さまざまなレクリエーション用具を準備し，対象
児の興味や能力に応じて活動を選択することができるよう工夫している。対象児と学生トレ
ーナー，対象児の担当教師，及び親へのアンケート調査の結果，及び活動内容を検討するこ
とにより，発達障害児にとって運動は楽しいものであること，運動は対人コミュニケーショ
ンの場となり得ること，運動処方は運動への意欲や運動能力を向上させ得ることが明らかと
なった。 
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1．はじめに 
発達障害児の多くに不器用さがあるため，幼児期，学童期に同年齢児との運動遊びが十分にできず，
体育の授業についていけない状況がしばしば見受けられる。運動することに苦手意識をもち，運動す
ることが嫌になると，心身の健全な発達にも影響を及ぼしかねない。発達障害児が同年齢児との運動
遊びを楽しむためにはどうすればよいか，体育の授業でどのような点に留意して指導すべきかを明ら
かにする必要がある。 
これらのことから，平成 19～20 年度に佐賀大学文化教育学部プロジェクト型共同研究推進支援費
の交付を受け，「発達障害児の心身の発達に効果を及ぼす運動プログラムの開発」と題した事業を実施
した 1。事業の一つとして発達障害のある幼児・児童を対象とした「発達障害のある子どもの運動教
室」を実施し，月1回，約90分の活動は現在に至るまで継続している。平成20年には，A町教育研
究会特別支援部会より，発達障害児のよりよい生活への手がかりとなるような取り組み，とくに運動
の楽しさを体験できる取り組みへの協力依頼を受けた。平成 20～23 年には，夏休み期間中の週末を
利用した1～2日間のサマースクールを計4回実施した。なお，主催はA町教育研究会特別支援部会，
共催は佐賀大学文化教育学部である。 
本稿では，地域でサマースクールを実施するまでの経緯，事前準備，当日の取り組み等について述
べる。また，対象児の状況，対象児へのアンケート結果，学生トレーナーの感想をもとに，発達障害
児を対象として運動処方を実施する意義を考察する。 
 
2．「発達障害のある子どもの運動教室」の概要 
発達障害の中でも重篤な障害とされる自閉症の療育に対して，次のような知見がある。自閉症児に
対する遊戯療法において，子どもが没頭している楽しみを共に楽しむなどの受容的関係をとり続ける
ことで治療者との間に一対一の親密な関係が成立し始め，周囲の状況に関心を示し始めると訓練や教
育の可能性が生じる 2。受容的交流療法では，子どもを共感的に理解すること，共に楽しむこと，及
び治療者も子どもも自己を表現して互いに受け入れ合うこと，つまり，受容，交流，相互受容を包括
的にすることを重視している 3。環境の構造化は，認知を容易にすることには効果があるが，そこに
他の人間との交流を主としなくなることは問題としなければならない。自閉症には，人間関係の交流
を通して行動を展開させていく，個人的行動フレームづくりが必要になる 4。 
最近，自閉症に対して，認知，言語，社会性の発達を促すために応用行動分析（ABA）が用いられ
ている。行動療法を問題行動の解決に応用したもので，適切な行動を教えて強化するために，環境を
系統的に操作しながら対処するという方法である。自閉症児の目標行動について記録表を作成し，目
標を達成できたら新たな目標を設定するという教育現場での取り組みの結果，社会的行動の増加がみ
られたという報告がある 5。行動療法は心理療法の一つであり，学習理論（行動理論）を基礎とする
行動変容法・理論を総称したものである。行動面での治療目標を立て，さまざまな技法を用いて不適
切な反応を修正していく。自閉症に適用すると，こだわりによる問題行動の減少，対人関係の改善，
安定した日常生活等，社会的スキルを習得することができ，生活場面や対人関係に広がりをみせるこ
とが報告されている 6。 
エアーズ（Ayres AJ）が考案した感覚統合法は，LD（学習障害）や自閉症等の子どもへの作業療
法として発展してきた。感覚統合に問題があると，触れられることを極端に嫌がったり（触覚防衛），
多動がみられたり，言葉の発達に遅れを生じたり，外界からの刺激に対して適切な反応ができなかっ
たりする。このため，子どもの情緒，行動，学習，社会的発達を，脳における感覚間の統合という視
点で分析した上で治療的介入を行う。自閉症に対する感覚統合法の指導のねらいは，子どもの中枢神
経系における感覚処理過程を改善し，多様な感覚刺激を調整することによって適応行動の形成を図る
ことである 7。自閉症に対して，感覚統合法によって，さまざまな活動が可能となったことが報告さ
れている 8。 
「発達障害のある子どもの運動教室」では，これまでに自閉症の治療教育に使われて一定の評価を
得ている技法を，総合的に組み込んでいる。まず，対象児の対人関係を形成したり，情緒の安定を図
ったりするために，自我発達理論を背景とする遊戯療法や受容的交流療法における受容的態度を取り
入れている。さらに，行動療法における強化原理を用いて，ある動作ができるとすかさず褒めるよう
にして，運動に自信をもてるようにしている。これに加えて，運動学の知見に基づき，投げる，打つ，
蹴る等の動作を行う上での具体的な運動スキルが向上するように配慮している。これらの働きかけに
よって，運動種目を選択して能動的に活動し，達成感を味わう様子がみられる。このため，意欲的に
運動種目に取り組むことで，感覚統合機能の発達を促進する感覚統合療法としての効果を得ていると
推察される。 
運動教室では，学生がトレーナーとしてマンツーマンで対応する。心身の健やかな成長を図るため，
自分で取り組む運動を選択させ，楽しみながら自然に体の動かし方を学ばせていく。この効果として，
不器用さが改善し，意欲的に取り組むことが多くなり，他者とコミュニケーションをとることも増え
てくると期待している。学生の留意事項として，一緒に運動を楽しむこと，好きな運動や遊びを尊重
すること，気持ちを受容すること，できたことを評価して褒めること，発達段階や運動能力に応じた
働きかけをすること等を伝えている。活動の場である体育館には，ソフトテニス，輪投げ，ソフトブ
ーメラン，インディアカ，ドッジビー，フライングディスク，ティーボール，ドレミマット等の用具
を準備している。きょうだい児も運動教室に参加した場合は，きょうだい関係の形成にも効果を及ぼ
すことができるように働きかけている。また，親が安定して児童と接することができるように，親へ
のカウンセリングも行っている。 
 
3．サマースクールの実施に向けた取り組み 
スタッフとして参加する学生を対象に事前ミーティングを実施した。学生トレーナーの役割は，対
象児の個別担当，進行，記録，用具準備等である。はじめに，発達障害児について理解を広げるため
の講義を実施した。内容は，①発達障害の種類と特性，②発達障害から派生する他の問題，③運動教
室の目的，方法等，④発達障害児との関わり方である。発達障害児は，怠けている，変わっていると
いう誤解によっていじめられたり，自尊感情の低下により学習面や行動面で不適応を起こし，不登校
になったりすることがあること等を伝えた。次に，スケジュールの確認等を行った。サマースクール
の第一目的は，レクリエーションや運動を通して体を動かす楽しさを知ることであるため，活動には
静的なものよりも動的なものが多く含まれている（表1）。最後に，対象児に関する情報として，学習
面，集団参加，対人関係，興味のあること，苦手なこと，学校での対応等について，担当教師からの
文書をもとに説明して，当日参加する児童の情報を共有した。 
表1 サマースクールのスケジュール 
 活動内容 時間 場所 
①  登校 ～9：30 会議室 
②  朝の会（アンケート含む） 9：30～ 9：40 会議室 
③  レクリエーション1 9：40～10：00 会議室 
④  夏休みの課題 10：00～10：30 会議室 
⑤  移動，トイレ 10：30～10：40  
⑥  運動教室 10：40～11：50 体育館 
⑦  移動，トイレ 11：50～12：00  
⑧  昼食 12：00～12：30 会議室 
⑨  移動，トイレ 12：30～12：40  
⑩  レクリエーション2 12：40～13：30 会議室／体育館 
⑪  移動，トイレ 13：30～13：40  
⑫  帰りの会（アンケート含む） 13：40～14：00 会議室 
教科・授業・宿題については，音読が苦手，文字を書くことが苦手，文章問題が苦手，多くの課題
に取り組むことは難しい，集中できない，一人で宿題をできない等が挙げられていた。集団参加・社
会性については，集団の中で指示を聞くことは難しい，初めての環境に慣れにくい，約束や決まりを
守ることができない，同級生に関わることが少ない，一人で遊んでいることが多い，自分勝手な行動
が多い，走り方がぎこちない等，不適応行動や不器用さが挙げられていた。対人関係については，人
との関わりを好むが協調性に欠けている，自分の意思を他者に伝えることができない，ゲームのルー
ルを守ることができない，場面にあった話をすることができない等，対人疎通性の問題が挙げられて
いた。興味については，昆虫，植物，漢字，工作，電車，折り紙，塗り絵，お絵かき，迷路等，各々
強い関心を示すものが挙げられていた。この他，苦手なこととして我慢，片付け，掃除，細かい作業，
当番活動等が挙げられていた。 
過去4回のサマースクールに参加した児童は，のべ71名，参加した学生は，のべ94名である。 
 
4．結果と考察 
（1）児童の行動観察 
朝の会は学生の挨拶から始まり，どの児童も笑顔で学生を見ていた（図1）。進行する学生が「みん
なが好きなお兄さんやお姉さんを選んでいいよ」と言うと，児童は歓声をあげながら，自分が選んだ
学生トレーナーのところへと急いだ。学生トレーナーと一緒に名札を作成する過程に，各々自己紹介
やアンケート等を組み込んだ。レクリエーション1では，折り紙，釣りゲーム，輪投げ等の用具を準
備した。パソコンを使った知覚トレーニング（パーセプショントレーナー：株式会社チャイルドライ
ク＆スポーツ社製注1）も行った。このソフトには「瞬間視」や「眼球運動」など多彩なトレーニング
プログラムが組み込まれており，解答率や解答速度をゲーム形式で測定できるため，興味を示す児童
の多くが一定時間注意を集中して取り組んだ。このトレーニングで集中力を発揮したことは，直後の
夏休みの課題に，少なからずいい影響を与えたと思われる。導入段階としてのレクレーション1を通
して，すでに良好な関係を構築できている印象を受けた。夏休みの課題では，学生トレーナーの指導
のもと，持参したプリント等に個別に取り組んだ。注意集中が持続しない児童に対しては，学生トレ
図1 朝の会 
図2 運動教室（野球）                  図3 運動教室（ミニテニス） 
ーナーが褒めたり励ましたりしながら対応した。「30 分間勉強したら，楽しい運動の時間がある」と
いう動機づけによって，児童は積極的に学習課題に取り組んでいた。 
運動教室では，各児童が行いたい運動を選択した。野球とミニテニスの2種目における顕著な成果
は，これまでに実施してきた発達障害児の運動プログラムより，進化した形で集団運動が行われたこ
とである。野球では，土台の上に置いたボールを打撃するティーボールを用いていた。2 名ずつのト
レーナーがサポートしながら三角ベースをしているうちに，友だちとチームを形成していったことは，
予想外の成果であった（図2）。学生トレーナーが投手となり，友だちが外野を守る，という野球の競
技に近いルールを自然に形成していた児童は，投能力，打能力，走能力，空間認知能力等，一般児童
に遜色ない能力を発揮していた。ミニテニスでは，スポンジボールを使ってルールに縛られないプレ
ーをした。見学していた担当教師が飛び入り参加する等，盛況で興味深いものであった（図 3，4）。    
サッカーボールも用意していたが，興味を示す児童は見受けられなかった。負の要因として，対人プ
レーが多いこと，運動量が多いこと等が考えられる。今後，彼らに対する新たなルール検討の必要性
が課題として示唆された。その他，ドレミマット，釣りゲーム，輪投げ，バランスボール等，手軽に
楽しめる軽運動に親しむ児童も散見された。学生トレーナーと一緒に体育館の外周を走る児童も見受
けられた。「脱ルール」をテーマにした運動種目を提供し，違和感なく多くの運動に親しんでいた印象
を強く受けた。はじめての種目，ルールに児童が好意的に接していたことは成果であった。これに関
して，学生トレーナーが児童の行う運動種目を尊重し，受容的に接し，意識的に褒める等，運動する
意欲を引き出すように努めていたことも要因の一つと考えられる。 
活動を通して，ボールを捕らえる運動にぎこちなさがみられたり，反応時間に多少の遅れが見受け
られたりする児童がいたことも確かである。しかし，他者との関わりに苦悩したために引っ込み思案，
あるいは消極的になったり，上達過程で負の強化を受けたために活動を放棄したりしている児童もい
るように思われた。ルールを省き，はじめは軽運動を行い，その後，発達段階に合わせてグループを
含む運動処方を用いることにより，十分に意欲や能力の改善が可能であることが示唆された。 
 
（2）児童へのアンケート（平成20年実施分 9） 
 事前アンケートは朝の会，事後アンケートは帰りの会の時間を使って実施した。回答の際，必要に
応じて学生トレーナーがサポートした。アンケート内容は表2のとおりである。 
①事前アンケートにおける運動・体育・スポーツに対する気持ち 
運動や体育・スポーツに対してどのような気持ちを抱いていたかについて表 3にまとめた。11名の
うち，運動も体育もスポーツも全て「大好き」と答えていた児童が4名いた。その他の児童は，運動・
体育・スポーツそれぞれで気持ちにちがいがみられた。 
まず，運動（体を動かすことや体を使って遊ぶこと）については，「大好き」が 6 名，「好き」が 1
名，「ふつう」が3名，「大嫌い」が1名であった。「大嫌い」と答えた I児は，「アキレス腱が痛むか
ら」という理由を挙げていた。スポーツについては，水泳に限定して「大好き」と答えており，「空中
に浮かんでいるみたいで面白いから」とその理由を述べている。I 児の場合，水泳のように体への負
担をあまり感じない運動であれば楽しめる可能性がある。 
 次に，体育については，「大好き」が6名，「好き」が2名，「ふつう」が3名であった。5年生のJ
児は，運動自体やスポーツ（陸上）は好きだが，「苦手なものがある」ため，体育は「ふつう」と回答
した。一方，同じ5年生のK児は，運動やスポーツは「面倒くさい」ため，あまり好きでないらしく，
体育については「面白い」バスケがあるために「大好き」と回答した。高学年になると，学校の授業 
表2 事前・事後アンケートの内容と回答方法 
事前アンケート 
問
1 
あなたは，運動（体を動かすことや，体を使って遊ぶこと）
が好きですか？ それはどうしてですか？ 
・「大好き」から「大きらい」までの5段階評定 
・理由については自由記述 
問
2 
あなたは，学校の体育が好きですか？ それはどうしてで
すか？ 
問
3 
あなたは，スポーツ（野球，サッカー，バレー，水泳など）
が好きですか？ それはどうしてですか？ 
問
4 
好きなスポーツや，やってみたいスポーツがありますか？ 
・「ある」と答えた人・・・それはなんですか？ 
・「ある・ない」から選択 
・スポーツの選択肢（複数回答可）：野球，サッカー，
バレー，バスケット，水泳，テニス，バドミントン，
その他（具体的に記入） 
事後アンケート 
問
1 
あなたは，運動（体を動かすことや，体を使って遊ぶこと）
が好きですか？ それはどうしてですか？ 
・「大好き」から「大きらい」までの5段階評定 
問
2 
運動してみてどうでしたか？  
・以下の選択肢から複数回答可 
楽しかった，おもしろかった，すっきりした，うまく
なれてうれしかった，友達と仲良くなれてよかった，
先生と仲良くなれてよかった，がんばれた，つかれた，
いやだった（どんなことか） 
問
3 
いちばん楽しかったのはなんですか？ 
・以下の選択肢から複数回答可 
サッカー，野球，バスケットボール，ソフトテニス，
バレーボール，ブーメラン，わ投げ，フリスビー，ド
レミマット，魚つり，その他（具体的に記入） 
問
4 
またこのような活動があったら，やってみたいですか？ ・「はい」「いいえ」「わからない」から選択 
問
5 
これからやってみたいスポーツがありますか？ 
・「ある」と答えた人・・・それはなんですか？ 
・「ある・ない」から選択 
・スポーツの選択肢（複数回答可）：野球，サッカー，
バレー，バスケット，水泳，テニス，バドミントン，
その他（具体的に記入） 
問
6 
ほかに思ったことがあれば，なんでも書いてください。 ・自由記述 
において他児との能力差を自覚することも多くなるであろう。学校体育のよさは，幅広くさまざまな
運動やスポーツを体験できることである。その中で，一つでも自分に合うものが見つかれば，子ども
たちの可能性は広がっていくと考えられる。 
最後に，スポーツについては，「大好き」が7名，「ふつう」が1名，「少し嫌い」が2名，「大嫌い」
が1名であった。D児に注目してみると，運動や体育の水遊びは「大好き」であるのに，スポーツは
「大嫌い」という極端な回答であった。子どもたちがスポーツを「面倒くさい」「楽しくない」と感じ
てしまう背景に，複雑なルール理解やチームプレー等，スポーツの構造化された側面が影響している
と考えられる。発達障害児の場合，ゲームのルールが分からないために参加できなかったり，うまく
コミュニケーションがとれないために集団スポーツが楽しめなかったりすることがある。また，能力
差が目立ちやすいこともスポーツが嫌いになる理由として考えられる。一方，野球において「カキー
ンとボールが打てる」H 児や，「水泳が得意」というF 児のように，自分の能力に自信をもっている
児童は，スポーツを楽しんでいるようである。なお，スポーツが「大好き」と答えた児童のうち 3名 
表3 「運動」「体育」「スポーツ」に対する気持ち 
児
童 
性
別 
学
年 
運動が 
好きか 
（事前） 
理由 
体育が 
好きか 
（事前） 
理由 
ｽﾎﾟｰﾂが 
好きか 
（事前） 
理由 
 
運動が 
好きか 
（事後） 
A 男 1 大好き 
プールが 
好き 
大好き 
プールが 
好き 
大好き 
泳ぐのが 
好き 
 
大好き 
B 男 2 大好き 
すごく 
大好き 
大好き 
体力を 
つかうから 
大好き 
運動を 
するから 
 
大好き 
C 男 2 ふつう ない 好き 
水泳が 
あるから 
ふつう 
水泳が 
あるから 
 
大好き 
D 男 2 大好き  大好き 水遊び 大嫌い  
 大好き 
少し嫌い 
E 女 2 好き  ふつう  少し嫌い 楽しくない 
 
好き 
F 男 3 大好き 楽しいから 大好き 
ボールを投
げるところ 
大好き 水泳が得意 
 
大好き 
G 男 3 ふつう  好き  大好き  
 
好き 
H 男 3 大好き おもしろい 大好き ひろい 大好き 
カキーンと 
ボールが 
打てるから 
 
大好き 
I 男 4 大嫌い 
アキレス腱
が痛むから 
ふつう 
運動不足 
だから 
大好き 
水泳 
空中に浮かん
でいるみたい
でおもしろい
から 
 
ふつう 
J 男 5 大好き  ふつう 
苦手なもの
がある 
大好き 
陸上部 
だから 
 
大好き 
K 男 5 ふつう 
少し 
めんどう 
くさい 
大好き バスケ 少し嫌い 
めんどう 
くさい 
 
大好き 
計 
運動 
(事前) 
大好き 6 
好き  1 
ふつう 3 
大嫌い 1 
体育 
(事前) 
大好き 6 
好き  2 
ふつう 3 
ｽﾎﾟｰﾂ 
(事前) 
大好き  7 
ふつう  1 
少し嫌い 2 
大嫌い  1 
運動 
(事後) 
大好き  8 
好き   2 
ふつう  1 
少し嫌い 1 
が，とくに水泳について肯定的な言及をしていたことは，興味深い結果である。 
以上の結果より，体を動かすこと自体を嫌う児童は少なく，むしろ楽しさや面白さを感じている児
童が多いことが明らかになった。とくに，プールでの水遊びのように，体に負担が少なく，比較的自
分の好きなように体を動かすことができ，気持ちよさを感じられるような運動は，子どもたちに好ま
れることが推察された。運動に対する肯定的な感覚を尊重するためには，楽しみを中心とした運動の
実践が必要と考えられる。 
②サマースクール後における運動に対する気持ちの変化と感想 
対象児は，サマースクールにおいて様々な運動を自由に体験した。この体験を通してどのような気
持ちを感じていたのであろうか。まず，サマースクールでの体験後における運動に対する気持ちの変
化について検討を行った。表 4 より，11 名のうちサマースクール前から運動が「大好き」「好き」と
答えておりスクール後もその回答が変わらなかった児童が6名，サマースクール後に運動に対する気
持ちが肯定的なものへと変化した児童が 4 名であった。肯定的な変化の詳細は，「ふつう」から「大
好き」に変化した児童が2名（C児，K児），「ふつう」から「好き」に変化した児童が1名（G児），
「大嫌い」から「ふつう」と変化した児童が 1 名（I 児）である。残り 1 名（D児）は，事前アンケ
ートでは運動が「大好き」と答えていたが，事後アンケートにおいては「大好き」と「少し嫌い」の
両方を選択していた。 
図4は，運動してみてどうだったかについてまとめたものである。11名中10名が「楽しかった」
と回答した。また，ほぼ半数の児童が，「おもしろかった」「すっきりした」という体験も合わせもっ
ていた。今回のサマースクールでは，児童の自発性を重んじ，好きな運動を選択して自由に活動させ
た。自由に体を動かす楽しさが気持ちの発散につながり，「すっきりした」という感想に至ったものと
考えられる。「うまくなれてよかった」「がんばれた」などの回答からは，児童の達成感もうかがえた。
学生トレーナーの運動に対するサポートやアドバイスにより，普段なかなかチャレンジできないよう
な運動にも取り組むことができ，最後まで楽しみながら活動できたのではないかと考えられる。対人
関係の苦手な児童もいたが，一緒に運動することを通して学生トレーナーや友だちとの関係をもつこ
とができ，「先生と仲良くなれてよかった」「友だちと仲良くなれてよかった」という児童が6名いた。
時間いっぱい運動に取り組んでおり，「つかれた」と回答した児童が多かったが，ネガティブな感想と
いうより，存分に運動した後の充実感のようなものと考えられる。「またこのような活動があったらや
ってみたいか」という質問に対しては，11名中9名が「はい」，1名は「いいえ」，1名は「わからな
い」と回答した。事後アンケートで，運動について二つの回答をしていたD児は，アンケートの筆圧
や記入の仕方からイライラした様子がうかがえた。活動後の感想でも「嫌だった」と回答していたこ
とから，活動中に何らかのうまくいかない体験をし，気持ちの回復を待たずにアンケートに回答した
ことが予想される。しかし，同時に「楽しかった」「おもしろかった」「うまくなれてよかった」「先生
と仲良くなれてよかった」「がんばれた」と回答している。これらのことから，マイナス体験もあった
ものの，やはり運動は「大好き」であり，楽しめたことがうかがえた。 
以上の結果から，サマースクールでの体験は，児童の運動に対する気持ちを肯定的なものへと変化
させる効果があったこと，達成感を味わったり対人関係を改善したりすることにも有効であったこと
が示唆される。 
 
③その他 
「好きなスポーツややってみたいスポーツ」があるかどうかについては，事前・事後とも変わらず，
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図4 運動後の感想 
 
11名中9名が「ある」と回答していた。具体的なスポーツについては，児童それぞれで好みが分かれ
る結果となった。また，事後アンケートで尋ねた，サマースクールで「一番楽しかった運動」につい
ても，それぞれ意見が分かれていた。 
 
（3）学生トレーナーへのアンケート 
 児童の様子や，児童との関わりの中で感じたことについて意見を求めたところ，以下のような回答
を得た。「まずは，好きなものを聞いて話を広げた。その後は，運動を通してコミュニケーションがと
れるようになった。運動が上手になったとき，褒めることを意識して接した。子どもたちが伸び伸び
と過ごせる場所だった。」「運動は興味をもったものに楽しそうに取り組んだ。運動は好きだけどあま
り得意でないみたいだった。多少大げさに相槌をうち，話していることをちゃんと聞いた。はじめは
あまり話しかけてくれなかったが，最後には仲良くなれた。成長につながるかはわからないけど，自
分たちのペースで運動できて，よい機会だと思う。」「慣れてくると，質問してきたり，遊びに誘った
りしてきた。周りとコミュニケーションをとる練習になると思う。遊びを通して運動の楽しさがわか
ると思う。楽しく活動できる場が確保できた。」「のびのびと遊ぶことができてよかったと思う。やっ
たね，うまくできたねと褒めると，もっとうまくやろうと頑張っていた。」「体を動かすことが大好き
で，次はあれをしたいと，自分からすすんで運動できていた。いろんな運動や知育ゲームに意欲的に
取り組むことで，多くのことに興味をもつことができると思う。うまくキャッチできたとき等に褒め
ると，何度もチャレンジしようとした。他の子と積極的に何かするということが苦手みたいだった。」
「用意された道具を子どもたちに使わせ，その子のもつ能力や興味を題材としてコミュニケーション
をとった。子どもにとってよい成長になる要素は楽しく遊ぶことだと思う。」 
以上の記述から，学生はサマースクールでの活動を通して，児童に運動の楽しさを体験させること
ができたとともに，児童とのコミュニケーションをとることもできたていたことがうかがえる。児童
を好意的に捉えながら，意欲や能力を引き出すような関わり方を心がけていたことが，運動処方の効
果を高める要因になっていたとも考えられる。 
 
5．総合考察 
発達障害児は，運動用具と関連づけて自己の身体を動かすことを十分に理解できず，ボディイメー
ジが弱いとされている 10。しかしながら，身体を動かすこと自体を嫌う児童はおらず，むしろ楽しさ
やおもしろさを感じている児童が多かった。児童が好む運動種目については，各々の興味や関心によ
って異なっていたが，学校で見せる姿とは異なり，生き生きとした姿を見せていた。楽しみながらで
きる運動は，児童の気持ちを肯定的なものへと変化させる効果があり，達成感を味わったり対人関係
を改善したりすることにも有効であることが示唆された。運動処方は，児童の発達や成長に有効なも
のであり，個別対応をしたり，活動内容を工夫したりすることによって，意欲や能力の向上にもつな
がることが見出された。発達障害児であっても，「運動することが好き」という，運動能力を高めるた
めの前提条件を備えていることも明らかとなった。 
本研究で得られた知見より，発達障害児の活動に運動処方を組み込む意義は以下のとおりである。 
①体に負担が少なく，好きなように体を動かすことができる運動によって，気持ちを発散したり達成
感を得たりしており，発達障害児にとって運動は楽しいものである。  
②他者と一緒に運動することを通して学生トレーナーや友だちとの関係が成立し，互いに意欲や興味
を高め合う対人コミュニケーションの場となり得る。  
③脱ルールによって多くの運動に親しむことができ，ぎこちなさや反応時間の遅れがあっても発達段
階に合わせた運動ができる。また，受容的なかかわりや意識的な称賛によって意欲や能力を向上させ
得る。 
 
6．今後の課題 
発達障害児を指導する際，短期的に指導を考えるのではなく，一定の比較的長い時間の中で関わり，
展開する必要があると指摘されている 11。運動処方を，一過性のものでなく，学校や地域とのつなが
りをもって展開していくことで，心身の発達を促進し，障害を軽減し，さらなる健やかな成長へと向
かわせることができると考えられる。今後も，発達障害児を対象として，楽しみを中心とした運動の
実践が広く行われるよう，学校や地域と連携しながら，運動処方を展開していくために必要な方策を
検討することが課題である。 
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注 1）「参考資料」 
知覚トレーニングの実施方法（図 5） 
①「瞬間視」…4 つのアルファベットがランダムに一瞬提示され，視認できた文字を回答する。回答
の順番は自由で，すべて正解しなければならない。回答制限時間は 10秒である。 
②「眼球運動」…4 つのアルファベットがランダムにあらゆる方向へ移動する。直線的に移動する場
合と，曲線的に移動する場合がある。画面提示開始から画面提示終了までは 5秒，回答制限時間は 10
秒である。 
図5 知覚トレーニング 
画面の例 
③「選択反応」…赤丸・青丸の中に書かれた 2つの数字がランダムに提示
され，移動する。事前に指定された赤または青の数字を視認し，すべて正
解しなければならない。回答の順番は自由で，画面提示開始から画面提示
終了までは 5秒，回答制限時間は 10秒である。 
④「知覚判断」…ランダムに矢印が提示される。その中に 1組だけ存在す
る同じ方向を指す矢印を，「↑」「↓」「→」「←」いずれかのキーで回答す
る。両矢印「⇔」，及び 3つ同じ方向を指すものは無視する。回答制限時間
は 10秒である。 
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付記 
本研究論文は『佐賀大学教育実践研究 第25号』（2009）に掲載された論文
「地域における発達障害のある児童に対するサマースクールの実際」を再検討
し，平成 23年（2011）までの取り組みを含めてまとめたものである。 
